
ソーシャルセンサ

SNS（この場合特にTwitterを含む）は、その

ユーザーが感知したことを文字情報等としてソー

シャルメディア上に投稿（出力）する過程が、地

震計や雨量計などの物理センサの構造と良く似て

おり、ユーザー自体をソーシャルセンサと位置づ 

け、投稿される情報を活用することによって、こ

れまで物理センサでは観測できなかった多様な現

象を観測できるようになるとの指摘がある。 

図は、防災に関連する様々な情報（ビッグデー

タ）を、物理センサにより計測収集されるもの、

ソーシャルセンサにより感知さ

れるもの（され得るもの）につ

いて試行的に分類したものであ

る。ソーシャルメディア上の情

報は、物理センサにより得られ

た情報や、防災コミュニティー

間で流通する情報に比べ、信頼

性は劣るかもしれないが、高い

迅速性を有する可能性を秘めて

おり、豪雨時に地域の切迫した

状況を把握するツールとして活

用できるようになることが期待

される。
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遠心力載荷模型実験

 土は、作用する拘束圧による影響を大きく受け

るという力学的特性を有している。そのため、例

えば1/50の模型地盤を作成して実験しても、重力

場の実験では模型の深さ1ｍは実物の50ｍの深さ

を再現することは出来ない。遠心力載荷模型実験

は、1/50の模型地盤に50Ｇの遠心力を加えるこ

とにより、模型の0.5ｍの深さは実物の25ｍの 

図-1 遠心力実験における相似則のイメージ  

深さを再現することが可能となり、地盤の圧密等

の時間も1/50に短縮することが出来る。また、加

振装置を活用することにより地震動の再現（動的

載荷）が可能となり、地震時における地盤の変状、

地中構造物の挙動等の計測ができる。

写真-1 土木研究所が所有する大型動的遠心力載荷試験装置 
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図-1 ソーシャルセンサと物理センサの分類  


